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NY マーケットレポート（2022 年 2 月 2 日） 
 

 
出所：SBILM 
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NY市場レポート （前日 22 時 00分～午前 6時 30分まで） 
 

米国の主要な経済指標の結果 

1 月 ADP 雇用統計 -30.1万人（予想 +18.4 万人・前回 +80.7 万人⇒+77.6万人） 

1 月の米 ADP 雇用統計では、雇用者数の伸びが予想外のマイナスとなり、2020年 4月以来の大きなマイナス

幅となった。サービス部門の雇用者数は-27.4 万人（前月+66.9万人）と 2020年 4 月以来の大幅な落ち込み、

財生産部門は-2.7万人（+13.8万人）。また、従業員数 50 人未満の小規模企業で-14.4万人、大規模企業で

は-9.8万人となった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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主要株価指数は 4営業日続伸 

米株式市場では、序盤に発表された 1月の米 ADP 雇用統計が予想外のマイナスとなったことを受けて、主要

株価指数は序盤からやや上値の重い動きとなった。しかし、その後はグーグルの持ち株会社の好決算を好感

した買いが優勢となり、また上昇していた米長期金利が低下したことも加わり、主要株価指数は 4営業日続

伸となった。ダウ平均株価は、序盤から上値の重い動きとなり、一時前日比 115ドル安まで下落した。その

後は終盤まで堅調な動きが続き、224.09ドル高（+0.63％）で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダッ

クは、71.55 ポイント高（+0.50％）で終了した。 
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ポンドは主要通貨に対して堅調な動き 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドルは主要通貨に対して軟調な展開で始まった。序盤に発表され

た 1月の米 ADP 雇用統計では、雇用者数の伸びが予想外のマイナスとなったことから、ドルは主要通貨に対

して下落し、対ユーロで 1/24 以来、対円では 114.14まで下落して 1/26 以来の安値を付けた。しかし、米国

の利上げ期待が根強いことから下値は限定的となり、また安値圏では値頃感の買い戻しなどもあり、ドル/

円は 114.46 まで値を戻した。一方、序盤に上値の重い動きが続いていた米主要株価指数は、終盤にかけて上

げ幅を拡大する動きとなったこともあり、欧州通貨や資源国通貨は対円で底固い動きとなった。また、英中

銀の金融政策発表で利上げが予想されていることもあり、ポンドは主要通貨に対して堅調な動きが続いた。 

 

出所：総合分析チャート 
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